

















原典集成 1　初期ギリシア教父』の 417-466 頁に「アレクサンドレイアのクレ
メンス『救われる富者は誰か』」として収録され，初版が 1995 年 2 月に刊行
された（秋山 1995）．この作品はその後，平凡社ライブラリーの№ 874『中世






メンスの主著『ストロマテイス』の第 1～第 4 巻および第 5～第 8 巻を収録し
たものが，それぞれ『ストロマテイス』〔「綴織」〕IおよびIIとして 2018 年（1









































































St   το<υτου> το 　　  S   το*** το γερας （＝SC）











































St   περὶ  　　 S   ἅπερ ἐπὶ   SC ἐπὶ
この一節に関して，SCは，ミケーレ・ギスリエリが 1623 年，リヨンで出






St   πλουσίωνの後に τῶνを加える．　　　S （＝SC） 
シュテーリンの読みは，シュテーリン自身のテキストにおいて，エドゥアル
ド・シュヴァルツの提唱として挙げられたものである．シュヴァルツには，
1903 年『ヘルメス』 誌に掲載された論文（”Zu Clemens «Τίς ὁ σῳζόμενος 













St   ἑαυτοῦ  　　 S ἑαυτῷ （＝SC）
1897 年ケンブリッジにて公刊されたパーシー・モルドント・バーナードの




ジョゼフ・ビカーステット・メイヤーの見解（«Barnard’s Edition of Clement 



















































St   ἥττονοςの後のἔτι καὶ νῦνを削除する．　　   S （＝SC） 
この箇所についても，写本のテキストそのままを残すSCに対して，シュ
テーリンはギスリエリが提唱した読み（上記 7．参照）に従い，ἥττονοςの後















































St   δόγματαの後に τὰを加える．　　   S （＝SC）
54 秋　山　　　学































St   αὐτόの後に τοῦτο αἴτιον ὄνを加える．  　　 S （＝SC）



































St   δωρεὰςの後のκαὶを削除する． 　  S （＝SC）
シュテーリンの読みは，シュヴァルツの提唱になるものであり，δωρεὰςの
56 秋　山　　　学
後 の καὶ を 削 除 す る と い う も の で あ る ． こ の 後 に (καὶ) τῷ τε διδόντι θεῷ 







St   δοῦλοςの後にὢνを加える．　　   S （＝SC）
シュテーリンの読みは，メイヤーの見解（上記 10．参照）に従ったもので
ある．この一節には，μὴ... μηδὲ... μηδὲ... 「～でも～でも～でもなく．．．」といっ
た否定句が繰り返されていて，μηδὲ... μηδὲ...の部分には，写本の段階で現在分
































St   καλῶςの後にπλούσιοςを加える．　   S （＝SC）
シュテーリンの読みは， パウル・ ヴェントラントが 1896 年，Berliner 


















St   κόσμονの後にοὐを加える．　　   S （＝SC）
シュテーリンの読みは， アドルフ・ ユーリッヒャ ーが，Theologischer 




50 号（1959 年），123 ～ 132 頁に”Bemerkungen zu Clemens von Alexandrien 


























St   πνεῦμαの後のοὐを削除する．  　 S （＝SC）
上掲の 37．に関する説明のなかで，併せて詳説を終えた．
39）19,3,11






















































る．アレクサンドリアのクレメンスは，ホルによるこの著書の 85 頁から 127
頁に断片番号 184 番から 342 番として掲載され，『救われる富者とは誰である
か』からの引用は，同書 112 頁（285 番）から 117 頁（297 番）に挙げられて









































































St   φθαρτικῶν 　　  S   φθαρτῶν （＝SC）
シュテーリンの読みは，メイヤーの見解（上記 10．参照）に従ったもので，



























































































「この方は」（οὗτος ὁ）という表現が原文でも 2 度現れるので，シュテーリン
らの修正に従えば，「この方は」（οὗτος ὁ）という書き出しの節が 4 回繰り返
されることになる．それに対し，原文のままのテキストであれば 3 回というこ
とになる．そこでシュテーリンらは，すべての節にわたって「この方は」



















































St   οὔτε 　  S   οὐδὲ （＝SC）
シュテーリンの読みはシュテーリン自身による提唱である．この一節は，




















































































70）39,1,7   
















C. Nardi, P. Descourtieux (introduction, notes et index), P. Descourtieux (traduction), 
Clément d’Alexandrie: Quel riche sera sauvé? (Sources Chrétiennes no. 537), Paris 
2011.
O. Stählin (ed.), Clemens Alexandrinus Bd.III: Stromata VII und VIII, Excerpta ex 
Theodoto, Eclogae Propheticae, Quis Dives Salvetur, Fragmente, Die Griechischen 








K. Hоll, Fragmente vornicänischer Kirchenväter aus den Sacra Parallela, TU 20/2, 
Leipzig 1899（https://archive.org/details/bub_gb_FAlZAAAAYAAJ/page/n153）.
71
アレクサンドリアのクレメンス
『救われる富者とは誰であるか』のテキストをめぐる注記（スルス・クレティエンヌ版準拠）
